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入試概要 学費・学生支援

学科（専攻）募集人員

課程

第一部

第二部

学科

文学科
日本語日本文学専攻

英語英文学専攻

食物栄養専攻

生活科学専攻

経済専攻

経営情報専攻

生活科学科

商経学科

商経学科

30名

30名

30名

30名

35名

40名

60名

20名

20名

20名

17名

25名

25名

30名

10名

10名

10名

13名

10名

15名

30名

若干名

若干名

若干名

専攻 入学定員 一般入試 推薦入試 特別推薦入試 社会人入試 有職者特別入試 私費外国人留学生入試

平成31年度入学者選抜の出願期間・入試日

推薦入試・特別推薦入試・社会人入試

私費外国人留学生入試

一般入試・個別学力検査等

有職者特別入試

※ 大学入試センター試験  平成31年1月19日（土） ～ 20日（日）

平成30年11月  5日（月） ～ 平成30年11月  9日（金）

平成30年11月  5日（月） ～ 平成30年11月  9日（金）

平成31年  1月28日（月） ～ 平成31年  2月  1日（金）

平成31年  2月18日（月） ～ 平成31年  2月22日（金）

平成30年11月30日（金）

平成30年12月11日（火）

平成31年  2月20日（水）

平成31年  3月  5日（火）

区分 出願期間 入試日

平成31年度一般入試における学力検査等の内容

学科

文学科
日本語日本文学専攻

英語英文学専攻

食物栄養専攻

生活科学専攻

経済専攻

経営情報専攻

生活科学科

商経学科

第二部商経学科

国語

外国語

総合問題

面接

総合問題

総合問題

総合問題

・国語 ・外国語（英） ※英語英文学専攻は、リスニングを含む
・地歴／公民（世B、日B、地理B、現社、倫、政経、倫・政経）から１

・国語 ・外国語（英） ※リスニングを含む

・外国語（英） ※リスニングを含む

・外国語（英、独、仏、中、韓）から１　※英語はリスニングを含まない

・数学（数Ⅰ、数Ⅰ・数A、数Ⅱ、数Ⅱ・数B）、理科（化、生、化基および生基）から１

・国語
・地歴／公民（世B、日B、地理B、現社、倫、政経、倫・政経）、数学（数Ⅰ、数Ⅰ・数A、数Ⅱ、数Ⅱ・数B）、理科（化、生、化基および生基）から１

・国語
・地歴／公民（世B、日B、地理B、現社、倫、政経、倫・政経）、数学（数Ⅰ、数Ⅰ・数A、数Ⅱ、数Ⅱ・数B、簿・会、情報）から１

なし

専攻 大学入試センター試験 本学での個別学力検査

※ 大学入試センター試験は、第一部の一般入試の全部において利用します。
※ 大学入試センター試験の教科・科目の各選択区分の中で、複数の教科・科目を受験している場合の本学における成績の利用についての詳細は、学生募集要項・ホームページをご覧ください。

大学入試センター試験（第二部商経学科は除く）と本学が実施する学
力検査の結果等を総合判定の上、合格者を決定します。

一般入試
入学定員の一部について、県内の高等学校長の推薦書、調査書、小論
文及び面接等の結果を総合判定の上、合格者を決定します。

推薦入試

多様な人材の教育を目的として、従来の社会人入試と推薦入試制度
の趣旨を併せ持つ入試制度です。推薦書、志望理由書、小論文及び面
接等の結果を総合判定の上、合格者を決定します。

特別推薦入試（第二部商経学科のみ）

広く門戸を開くことを目的とした入試制度です。有職者、就職内定
者、過去に合計して３年以上、職に就いた経験がある者を対象に、
書類（志望理由書、履歴書）と面接の結果を総合判定の上、合格者を
決定します。

有職者特別入試（第二部商経学科のみ）
■私費外国人留学生入試
本学に留学を希望する外国人に対して、小論文及び面接等の結果を
総合判定の上、入学を認めるものです。
■転学・再入学
転学は他の短期大学に在学中の者、再入学は本学を卒業した者、また
は本学を退学後2年以内の者に対する制度です。転学は小論文及び面
接等の結果を、再入学は面接等の結果を総合判定の上、入学を認める
ものです。

その他の入試制度

入学年度の4月1日現在年齢22歳以上で、高等学校卒業と同等の学力
を有し、更に高度な学業を修得しようとする熱意と能力を有する者
について、推薦書、志望理由書、小論文及び面接等の結果を総合判定
の上、合格者を決定します。

社会人入試（第一部商経学科のみ）

本学の入試制度一覧

検定料　18,000円　志願手続き時に納入
平成30年度予定

入学料・授業料

入学料

授業料 （前期  4月納入）

授業料 （後期10月納入）

平成30年度予定

生活科学科文学科 商経学科

169,200円

195,000円

195,000円

71,800円

100,400円

100,400円

区分
第一部

第二部商経学科

※ 入学料・授業料は、今後改訂されることもあります。

その他の経費 ※1

学会費 ※2

学生教育研究災害傷害保険

学研災付帯賠償責任保険

平成30年度予定

生活科学科文学科

1,000円

商経学科

10,500円̶

1,750円

680円

11,500円

1,100円

1,020円

区分
第一部

第二部商経学科

※1 その他の経費が必要な団体については任意加入であり、各団体が徴収を行います。
※2 学会費は入学時に徴収します。
※3 生協出資金については、卒業時に返還されます。

学生自治会費

生協出資金 ※3

生協プリペイド前払金

17,000円

20,000円

5,000円

20,000円

10,000円

̶

振興会費

同窓会費

15,000円

12,000円

11,000円

12,000円

日本学生支援機構奨学金

県市町等の地方公共団体や公益法人の奨学金制度があります。

※平成29年度奨学金貸与者
　　日本学生支援機構　第一種：193人
　　　　　　　　　　　第二種：100人
　　その他の奨学金　　 7団体：12人

その他の奨学金

授業、実験などの正課中および学校行事における不慮の事故災害、課外
活動中の不慮の事故によって被った傷害に対する補償救済制度です。

学生教育研究災害傷害保険

大学会館内に、学生・教職員の福利厚生のための鹿児島県立短期大学
生活協同組合があり、食堂と売店を運営しています。毎日のパン・
お弁当・飲料から教科書・文具・電子辞書・資格試験などまで、学生
生活に必要なものを揃えています。

大学生協

■賃貸マンション・アパートについての情報を提供しています。
　（斡旋はしていません。）
■本学に学生寮はありません。
■アルバイト先の求人情報を提供しています。（斡旋はしていません。）

その他

ケガや病気をした時、応急処置を受けたり、静養ができます。また、身
体測定（血圧・体脂肪）や健康相談も行っています。

保健室

人物・学業ともに優れた学生で、経済的な理由により就学が困難な学
生のために奨学金制度があります。

奨学金制度

授業料の支払いが特に困難な学生に対し、授業料を減免（全額、半額）する
制度（減免期間は前期・後期ごと）があります。授業料減免の申請をした学
生は、授業料減免の可否が決定するまで授業料の納入が猶予されます。

授業料減免制度

鹿児島県立短期大学振興会が実施主体となって、学生の就職に有利
な資格の取得を促進するために、資格取得に要する費用（検定料）の
一部を助成する事業を行っています。

資格取得助成事業

夢と希望に満ちた学生生活であっても、友達や両親にも相談しにくい
悩み事や心配事が起こらないとは限りません。進路や就職、学業、
対人関係などの悩みについて専門の職員が相談を受けます。

学生相談

福利厚生

月額2万円・3万円・4万5千円から選択自宅通学

自宅外通学 月額2万円・3万円・4万円・5万1千円から選択

月額3万円・5万円・8万円・
10万円・12万円から選択

第一種奨学金（無利子） 第二種奨学金（有利子）


